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1年間ありがとうございました
日に日に暖かさが増し、春の息吹を感じます。３月１５日には、卒業式が行われ１０名の卒業生が

立派に上野小学校を巣立っていきました。今週は、６年生からバトンを受け継いだ５年生が、登校班
の先頭を歩いたり、縦割り清掃の班長を務めたりと、最高学年としての活動をスタートしました。
本日、修了式が行われ、令和５年度が終了となりました。１年間、学校教育目標「ふるさとを愛し、

心豊かでたくましく、自ら学ぶ児童の育成」のもと、「よく考える子」「やさしい子」「たくましい子」
「ふるさとを愛する子」の育成を目指し、様々な教育活動に取り組んできました。子供たちが、「わ
かる喜び」や「できる楽しさ」を感じながら、目を輝かせて学ぶ姿や、互いの良さを認め合い協力し
て活動する姿に、１年間の大きな成長を感じます。明日から、学年末休業に入ります。元気に新学年
をスタートできますよう、健康や安全に留意して、楽しい春休みをお過ごしください。
保護者の皆様、地域の皆様には、１年間上野小学校の教育活動にご理解、ご協力をいただき、心よ

り感謝申し上げます。ありがとうございました。

未来に向かって、大きくはばたけ！ ～卒業証書授与式～
暖かい春の日差しの中、令和５年度卒業証書授与式が行われました。新しい制服に身を包み卒業証

書を受け取った卒業生は、とても凛々しく、大変立派でした。在校生からのお別れのことばや歌は、
優しい卒業生への感謝の気持ちと、卒業をお祝いする気持ちが込められていました。卒業生からのお
別れのことばには、小学校のかけがえのない思い出を大切にする気持ちと、家族や在校生、先生方へ
の感謝の気持ちが溢れていました。お別れの歌「旅立ちの日に」は、素敵なピアノ伴奏と美しい歌声
が会場にいっぱいに響き、聴く人に大きな感動を届けました。本当に、すばらしい卒業式でした。卒
業生のみなさん、自信をもって、自分らしく新しい世界へとはばたいてください。

卒業制作
６年生が卒業制作として給食台

カバーを作成し、各学年にプレゼ
ントしました。給食が楽しくなる
ようにと、野菜や果物を飾りつけ
た、素敵なカバーです。みんなで、
大切に使っていきます。

伝統工芸 大森尺八の魅力にふれる
鈴木広昭さん、松﨑さん、元吉さんをお招きし、「大森尺

八」について学びました。鈴木さんが製作している大森尺
八は、2019 年に県指定伝統工芸品となりました。勝浦で採
れる真竹や山桜の樹皮を原材料に使い、手作業で１工程ず
つ丹念に制作された尺八は、どれも竹本来の形が美しく、
同じものはありません。演奏が始まると、子どもたちは、
初めて聞く尺八と琴の音色にじっと聞き入っていました。
伝統工芸の奥深さと、
それを守っていくこと
の大切さを学ぶことが
できました。講師のみ
なさまには、素敵な演
奏と伝統工芸への思い
をとどけていただき、
ありがとうございまし
た。



３月１日、６年生を送る会を行いました。この会は、お
世話になった６年生のために、５年生が企画し準備しま
した。５年生による紹介アナウンスで６年生が一人ずつ
ステージに登場すると、みんな大きな拍手で迎えました。
下級生から、手作りのプレゼントや歌、手紙などのプレ
ゼントとともに、感謝の言葉が贈られると、６年生は少
し照れたような笑顔を見せていました。５年生作成の「思
い出のアルバム」では、入学から現在までの写真やエピ
ソードが紹介されました。後半は、「サインゲーム」で楽
しく交流しました。６年生とじゃんけんをしてサインを
もらうこのゲーム。体育館は、さながらサイン会の会場
のようににぎやかになりました。みんなのあこがれ、大
好きな６年生に、感謝の気持ちを伝える心温まる会にな
りました。

空き家ボランティア ～6年生「私たちの手で勝浦の未来をつくる～」
３月９日（土）、１０日（日）に、６年生が「空き家ボランティア」を行いました。６年生は、勝

浦市の課題である「人口減少」を解決するためになにができるかを考え、一人一人が自分のアイディ
アを市に提案する学習に取り組んできました。市企画課が、その中の一つ「空き家ボランティア」の
提案を、移住促進の取り組みとして実現させてくださいました。「空き家ボランティア」は、市民ボ
ランティアと移住を検討している方が一緒に空家を片付ける作業を行いながら交流することで、勝浦
の魅力を知ってもらおうというものです。ここでは、市企画課の喜瀬さん、地域おこし協力隊の梅原
さんのご協力のもと、さらに、空き家に残された不用品を朝市で販売し、売り上げを能登地震への義
援金にする活動を取り入れることにしました。

◇空き家をきれいにする ～空き家ｄｅ宝探し！～ 3月9日（土）
市役所職員、移住検討をされている方（３

組）、上野小６年生で空き家の清掃活動を
行いました。部屋のものを協力して外に運
び出し、家の中はあっというまにきれいに
なりました。掃除をしてみると、空き家に
残されたたくさんの食器や置物、絵画など
のお宝を発見。きれいにして、販売の準備
をしました。

◇朝市でお宝を販売し、能登に義援金をおくろう！ 3月10日（日）
空き家に残されたお宝を並べ

て販売を開始。朝市のみなさん
や観光客など、たくさんの方が
声をかけてくださり、会話を楽
しみながら笑顔で販売活動を行
うことができました。約２時間
で完売となり、売り上げは、市
役所を通して能登地震の被災地
へ送らせていただきました。
子どもたちは、２日間の活動

で、人の温かさに触れ、ふるさ
と勝浦を大切に思う気持ちをさ

らに強くすることができました。子どもたちにとって、大変貴重な体験になりました。保護者の皆様、
関係各所のみなさま、そして販売にご協力いただいたみなさま、本当にありがとうございました。


